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質

　
闘

　
欄

（

問
）

じ

鴛

三
＝ ．
望
ご

骨
罫

三
駆一）

蠡〔
あ

中
の・

ま
o

簟

三
ヱ
o

ぎ

註
o障
た

　
の

條
に
．．
…
章

三

ぎ
o

ぎ一
すノ

ニ
b

∋・

≡［
ぎ

註
三
つ
＝一
゜
…「鹽
・

）
た

．

ワ
o

句
あ
り
、

之
に

就
き

次

の

疑
問
を

起
し

申

候
。

」

當
北
土
川

浩

岸
漁
夫
共
の
「

南
部
の

鮭
の

鼻
曲
り

」

ご

呼
ぶ

は

　
こ

の

事
實
を
指
す
・

b

の

な

ら
ん
3 ，

、

而

し
て

之
れ

單
に

蟾

雄
を

　．
涯
別
す

る

に

遯
ぎ

ざ
る

も

の

に

や
。

に
該

屈
曲
は

生

殖

時

期
に

の

み

起
る

も

の

に

や

そ
れ

ご

も

蹇
の

　

年
齡
に

逹
て

れ

ば

起
る

も
の

に

や
。

に
方
向
は

常

三
定
せ

り
や

如

何
．

べ

或
ば

上

三

至
も
の

あ

う
・

）
或
は

左
ぜ
 

云
ふ

も
の

ゐ

b
）

四
分
布
に

依
り

て

屈

曲
の

張

溺
な

き

や
。

（

釜

石
地
方
の

も
の

は

屈

幽「

曲

著
し

ご

も
云
ふ

）

竃

分

類
學
上

重
要
な
る

性
質
に

あ

ら

す
や

、

將
た

研

究
す
る

程

の

　

價
値

な
｝
一・

も
の

に

や
。

　

　

　
（

岩

手
縣
 

關
タ

、

ア

生
）

（

答
）

「

南
部
の

鮭
の
自
旧

蕎
り

・

た
．

る

俗

語
は

勅
め

て

承

腎
て

嬉

し

ぐ

候
、

貴
説
の

如
ー
全

く

盞
あ
特

徴
に

て
、

單
に

唯
蠶

を

　

區

別

す
る

に

過

ぎ
ざ
る

も
の

な
う
。

　

該
屈

曲
は

威

長

し
て

生
殖

期

の

稍
亙

前
に

生

す

る

も
の

な

ら

　

ん
、

而
し
て

生
殖
期
を

逋
じ
て

其
屈
曲
を

保
っ

も

の

な
り
。

　

屈

曲
の

力
句

は

殆
ご
」

一

定
ゼ

b
、

然
れ

ざ

も

此
屈

曲
は

生
殖

期

　
　
質

　
　
　
問

　
　
　
欄

　
に

近
づ

き
て

烈
し

く

其
鄙
の

増
大
せ
る

結
果
な

れ

ば
、

從
っ

て

　

側

方
等
に

屈

曲
す
る

こ

ご

も

あ
る

べ

し
、

此

故
に

其
屈
曲
の

正

　

形
ご．
不
正

形−
し

起
る

塲
合
の

割

合
を

驗
ぶ

る

こ

ε

は

有
盆

な
る

　
こ

ε

な

ら
ん

。

　

既
に

屈

曲
は

異
常
増
大
の

結
果

な
も

こ

知
れ

ば
、

地
方
に

よ
り

　
て

同
一

種
の

も
の

に

て

も
屈

曲
に

強

弱

あ
る

こ

ご

爭
ふ

べ

か

ら

　

す
、

此
等
を
取

調
べ

、

何
れ
の

地
に

産
す
る

も
の

は

如
何

な
る

程

度
に

迄
曲
る

も
の

な
る

か

を

研
究

す
る

は

有
獄
な
る

ニ
ゴ

な

　
り
o

　

單
に

屈
曲
の

み

に

就

て

考
ふ

れ

ば
分

類
上

價
な

し
o

然
れ

こ

も

　
種

類
異
れ

ば

堀
曲
度
異

な
る

べ

（
、

同
一

種
に

て

も

其
産
す
る

　

地
方
に

よ
り

屈
曲
度
を
異
に

す
る

こ

ご

ゐ

れ

ば
、

何
れ
の

種
類

　
の

何
れ
の

地
方
に

産
す

る

も
の

は

屈
曲
度
幾
許・
辻

云
ふ

工

合
に

　

統
計
的

に

計
算
し

、

若

く
は

其
屈

曲

度
の

範
斟

を

驗
べ

、

更
に

　

他
の

地

方
に

産
す
る

も
の

を

驗
べ

、

比

較
研

究
す
れ

ば
、

研
究

上

價
硫

あ
る

こ

ご

な
る
べ
・
し
。

　

　

（

田

中
茂

穗
）

（

問
）

　

本
誌

九
月

號
質
問
欄
に
マ

ス

ご

尼 ．
酬 ．
ぐ

．
こ

同
一

樋
の

趣
記

　

蔵
有
之

候
が

洞
一

種
の
マ

ス

蓬

ヤ

マ

。
へ

こ

が
一

は

常
に

海
に

棲

　

育
し

産

卵
期
の

み

河

川
に

嗣
上

し
一

は

常
に

河
川
内
に

止

う
生

　

殖

を
逾
ぐ
る

に

至

う
・
し

は

如
何
な

る

原
因
に

基
く

や
。

（

答
）

　
マ

ス

ε

ヤ

マ

。へ

こ

は

同
一

種
な

リ
ヤ

マ

ペ

は

河
川
の

み

に

　

あ
ウ

て

海
に

下
る

こ

ご

な
（

能
く

繁
殖

す
る

も
河
口

に

來
る

こ

　
ご

な
し

必

す
川
の

源
流

地
に

生

活

す
ヤ

マ

ベ

は
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ス

ε

同
一

種

亠

二
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新

　

着
　

認

　
　
介

な
る

も

梅
に

下
る

こ

ご

な
ぐ

從
つ

て

體
壻
大
せ

キ

む
て

生
潺
す

る

も
の

な
b
斯
の

如
き
は

四

圍
の

情
況

に

制
せ
ら
れ

て

河
口

に

下
る

を
得

ざ
る

も
の

な
る

べ

し

從
ハ

．一

て

河
の

上
流
の

み

に

佳

み

爲
め

に

充
分
に

生
長
せ

す・
し
’
」

繁
殖

す
る

も
の
72

．

り

雨
・
し

て

四

圍
の

情
況

中
ヤ

ぐ

べ

の

河
目

に

下
る

を

得
ざ

ら
し

む
る

も
の

ぱ

川
の

温
度
嫌
に

海
洋
の

温
撲
高
き
に

よ

る

に

あ

ら
ざ
る

な

き

か
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

田
中

茂
穂
）

新

葦

紹

介

驫
膿
謫

嚇
瀦

ー
1
漁
業
基

木

調
査
準
備
報
　
明

治
四

＋

三

年

十
月
十

日

發
行

、

紙

數
百
四

頁
、

前
付
鬪

版
一

、

後
付

鬪
版

八
、

前
年
來
農
商
務

省
承
産

局

に

は

漁
業

基
本
調
査
の

計
書
丁

の

b

て
、

其
準
備
は

略
・
・

薦

ま
り

、

今
や

看
々

其
砧

究
に

從
事
せ

ら
る

る

こ

ご

は

聞
き

込
み

た
る

處
（
19

評
4 −

が
、

今
や

其

凖
備

報
は
一

冊…
の

書
物
こ

な
b
て

現
は

る
・
−

に

至
れ

b
、

本

書
表

題
の

示

す
如
く
、

基

本
調
査
壁

備
報
な

れ

ば

主．
し
・
し

て

調・
査
準

備
に

必

要
な
る

項
目

を

禍
げ
た

b
、

本
書
の

項

腎
を

列
記
す
れ

ば

二
）

漁
業
基

本

調

杏
の

目
的

及

方
注
、

二
）

北

原
技
師
の

定
時
海
洋

調

査
ご

漁
業
（

三
）

故
赤

沼
技
手
の

本
州
南
海
岸
に

於

け
る

表

面

海
水

の

温

度
及
ひ

比
重

（

四
）

故
赤
沼
技
手
の

本
州

東
湛
岸
に

於

け
る

表
面
海
水
の

温

度
及

比

重（

五
）冖
青

木

赳
雄
氏
の

千
葉
縣
館
山

灣
内
高
ノ

島
附
近

浮

溝
生

六
二

　

物
の

觀
察
（

六
）

北
原

技
師
の

地

方
海
洋
觀
測
及

漁

況
の

報
告
に

就

　

て
（

七
）

北
振
技
師
の

北

米
合
衆
闘

調
査
舶
ア

ル

バ

ト

ロ

ス

號
の

目

　

本
近

海

觀
測
に

就

て
（

入
）

柳
披
師
の

橈
脚
類
儉

索
表
（

九
）

岡

村
激

　

授
の

鞭
藻
類
及
硅

藻
類

槍
索
表
戸

十
）

銖
尾
激

授
の

サ

ル

バ

類

檢
索

一
　

表
へ

十

＝
田

子
技
師
の

頭
脚
類

險

索
表
（

十
二
）

北

原
技
師
の

漁
業

　
　

基

本

調
査
の

器
械
に

就
て

等
な

レ
、

漁
業

基
本

調

査

の

目

的
は

 一
　
（

一
）

重

要
水

塵
生
物
の

性

質
を
知
る

こ

ご

（

二
）

重

要
水

産
生
物

い
　

の

漁
鳩
を

明
に

す

る

こ

ご
（

三
）

漁

業
保
護
及
び

發

展
の

方
針
を

確

い
　

定

す
る

こ

ご

に

し
て

、

調
査
の

隨

分
は

第
一

、

生
物
學
上
の

調
査

一
　
（

甲
）

重

要
水

産
生
物
の

調
査
（

乙
）

浮
溝
生

物
の

調

査
第
二

、

理

…
　

化

學
上
の

調
査
（

丙
）

梅
洋
及

湖
川
理

化
學
上
の

調

査
第
三

、

漁

…皿

業
の

調

査
（

丁
）

漁
窮
漁

船
漁
具
漁
法

及
漁
獲
物
の

變
遷
（

戊
）

漁

　

塲
圖
の

調
製

こ

し
、

更
に

調
査
の

手
順
ご

し

て

は

水

産
局

、

水

産

一

講
習

所
、

地

方
水

産
試
驗

塲
、

地
方
水

産
講
習
所

、

水
路

部
、

帝
國

一

大
學

、

水
産

學
校

、

中
央

氣
象
臺

、

渕

候
所

、

觀

測
所
其

他
に

於
て

…

絎

擁
饑

繋
糶
難
讒
鸚
給

繋
饗

一
　

ぴ

地
方
別
を

畢
ぐ
れ

ば
、

ニ

シ

ン

は

北
海
邁
に

於
て
、

イ

ワ

シ

（

爰

一
　

に

イ

フ

シ
．・

」

あ

る

は
マ

イ

ワ

シ

及
び
シ

コ

イ

ワ

シ

を

舍
む
）

は

青

｛
　

森
、

秋

田
、

新
潟

、

富
山

、

石

川
、

編

井
、

京
都

、

鳥
取

、

島

根
、

　

宮
城

、

輻
島
、

茨
城

、

千
葉

、

靜

岡
、

愛

知
、

三

重
、

和

歌
山

、

　

徳

島
、

香
川

、

愛
媛

、

岡
山

、

山

口
、

大
分

、

高
知

、

宮

崎
、

鹿

　

兒
島

、

熊
本

、

長
崎

、

編

岡
に

於
て

、

カ

ツ

ヲ

は

北

海

道
、

青
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